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市
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吉
田　

靖

メイン会場の矢島工務店やひだまり公園がある「南裏通り」

塩野事務局長に寄付金を手渡す松本支配人（左）

多
く
の
職
員
に
見
送
ら
れ
、
会
議
室
を
後
に
す
る
澤
田
氏

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
を
楽
し
む

来
場
者
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謹
啓
　
母 

澤
田
徇じ

ゅ
ん

子こ

儀
九
月
二
十
九
日
午
前
七

時
五
十
五
分
九
十
歳
を
以
て
永
眠
致
し
ま
し
た

茲
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
謹
ん
で
ご
通
知

申
し
上
げ
ま
す  
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敬 

具
　 

平
成
二
十
八
年
十
月
四
日

通
　
夜
　
十
月
六
日
　
午
後
六
時
よ
り

告
別
式
　
十
月
七
日
　
午
前
十
時
よ
り

追
っ
て
通
夜
及
び
告
別
式
を
広
域
飯
能
斎
場
に

於
い
て
左
記
の
通
り
執
り
行
い
ま
す

飯
能
市
柳
町
十
八
ノ
十

喪
　
主
　
澤
田 

清 

志

外
　
　
親 

戚 

一 

同

謹
啓 

亡 

母 

加
藤
明は

る

子こ

儀
十
月
三
日
葬
儀
の

際
は
御
多
忙
中
に
も
拘
わ
ら
ず
御
会
葬
下
さ
れ

且
つ
ま
た
霊
前
へ
御
丁
重
な
る
御
芳
志
を
賜
わ

り
誠
に
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
情
を
深
謝
し
略
儀
乍
ら
紙
上

を
以
て
謹
ん
で
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す�

敬 

具

平
成
二
十
八
年
十
月
四
日

飯
能
市
双
柳
五
一
八
番
地
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▽
六
代
・
信
敏（
の
ぶ
と
し
）

…
別
格
附
家
老
に
就
任
後
、
松

岡
知
行
地
か
ら
水
戸
城
は
遠
す

ぎ
る
と
し
て
常
陸
の
久
慈
郡
太

田
村
の
佐
竹
義
重
跡
へ
の
引
換

え
を
申
請
。
認
め
ら
れ
太
田
へ

引
っ
越
す
。

　

以
後
五
代
に
わ
た
っ
て
太
田

郷
二
万
石
を
領
す
。
子
無
く
甥

信
順
を
養
子
に
迎
え
た
。
墓
は

中
山
智
観
寺
。

　

▽
七
代
・
信
順（
の
ぶ
ゆ
き
）

…
中
山
氏
を
継
い
だ
が
、
十
六

歳
で
夭
折
。墓
は
中
山
智
観
寺
。

　

▽
八
代
・
信
昌（
の
ぶ
ま
さ
）

…
先
代
に
子
が
な
か
っ
た
た
め

堀
田
権
右
衛
門
一
幸
の
四
男
信

昌
を
養
子
と
し
て
中
山
氏
八
代

と
す
る
。
墓
は
中
山
智
観
寺
。

　

▽
九
代
・
政
信（
ま
さ
の
ぶ
）

…
寛
保
三
年（
一
七
四
三
）吉
宗

の
時
代
、
十
三
歳
で
中
山
氏

を
継
ぐ
が
、
男
子
が
生
ま
れ
な

か
っ
た
た
め
娘
に
養
子
と
し
て

水
戸
徳
川
五
代
藩
主
宗
翰（
む

ね
も
と
）の
九
男
信
敬
を
養
子

に
迎
え
る
。

　

徳
川
ご
三
家
か
ら
養
子
を
迎

え
た
と
い
う
事
実
は
当
時
の
山

中
氏
の
権
威
を
物
語
る
と
い
え

る
。
墓
は
中
山
智
観
寺
。

　

▽
十
代
・
信
敬（
の
ぶ
た
か
）

体
験
出
来
る
。

　

15
日
午
後
４
時
か
ら
同
６
時

半
ま
で
メ
イ
ン
会
場
で
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ

れ
る
ほ
か
、
南
裏
通
り
全
域
に

地
口
行
灯
・
竹
灯
り
を
設
置
し

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
。

　

16
日
は
同
通
り
で
路
地
裏

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
一
丁
目
岩
沢
さ

ん
山
車
小
屋
で
祭
り
囃
子
体
験

教
室（
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
）の
ほ
か
、
午
前

９
時
半
か
ら
正
午
ま
で
エ
コ
ツ

ア
ー（
路
地
ツ
ア
ー
）「
発
見
！

路
地
探
検
！
～
歩
い
て
わ
く
わ

く
食
べ
て
う
き
う
き
～
」が
行

わ
れ
る
。
小
町
公
園
集
合
。
参

加
費
は
一
人
１
５
０
０
円
で
、

同
日
開
催
の
路
地
グ
ル
メ
の
チ

ケ
ッ
ト
１
枚
付
き
。

　

鈴
木
リ
ー
ダ
ー
は「
路
地
は

人
が
行
き
交
う
生
活
空
間
で
あ

り
、
交
流
の
場
。
そ
ん
な
路
地

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
子
ど
も

員
な
ど
多
く
の
人
と
接
す
る
中

で
多
く
の
方
々
を
知
り
、
そ
し

て
飯
能
市
の
職
員
の
力
の
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
３
年
半
だ
っ

た
。
ぜ
ひ
こ
の
力
を
今
後
と
も

十
分
に
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の

飯
能
を
背
負
っ
て
立
っ
て
頂
け

た
ら
」と
激
励
。
ま
た
、「
私
は

死
ぬ
ま
で
、
人
と
し
て
ど
う
豊

か
な
人
生
が
送
れ
る
か
、
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
も
し
皆
さ
ん
も

時
間
が
あ
っ
た
ら
考
え
て
頂
け

た
ら
」な
ど
と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
澤
田
氏
へ
花
束
と

共
に
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ

た
。

　

同
氏
は
昭
和
54
年
に
加
治
東

小
学
校
に
赴
任
し
、
７
年
間
勤

務
。
特
に
国
語
科
の
授
業
実
践

を
通
し
た「
読
解
を
深
め
る
指

導
の
研
究
」を
行
い
学
校
に
貢

　

前
教
育
長
の
澤
田
清
志
氏
の

退
任
式
が
30
日
、
市
役
所
本
庁

舎
５
階
５
０
１
会
議
室
で
行
わ

れ
、
澤
田
氏
は「
３
年
半
、
飯

能
市
の
教
育
長
と
し
て
、
楽
し

く
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
た
」と

振
り
返
っ
た
。

　

大
久
保
勝
市
長
は「
教
育
長

と
し
て
、
私
や
副
市
長
と
は

違
っ
た
視
点
か
ら
物
を
申
し
て

頂
く
な
ど
、
見
事
な
仕
事
を
し

て
頂
い
た
。
教
育
現
場
の
み
な

ら
ず
、
一
般
行
政
職
も
応
援
し

て
頂
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
大
き
な
力
に
な
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
教
育
長
が
い
た

か
ら
我
々
も
し
っ
か
り
仕
事
が

出
来
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
、

限
り
な
い
力
を
賜
っ
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
る
」と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　

澤
田
氏
は「
こ
の
飯
能
市
の

教
育
長
と
し
て
、
楽
し
く
仕
事

を
さ
せ
て
頂
い
た
。
私
が
一
番

思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
市
の
職

信
用
金
庫
飯
能
中
央
支
店
別
館

３
階
を
会
場
に
実
施
。
講
師

に
絵
地
図
師
・
散
歩
屋
の
高
橋

美
江
さ
ん
を
招
き
、
基
調
講
演

『「
デ
ザ
イ
ン
→
絵
地
図
→
ま
ち

歩
き
→
ま
ち
づ
く
り
」の
輪
廻

転
生
物
語
』を
聞
く
。

　

そ
の
後
、
事
例
と
し
て
、
飯

能
ま
ち
な
か
を
元
気
に
す
る
会

ま
ち
な
か
魅
力
ア
ッ
プ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る「
路
地
を
通
し
た
ま

ち
づ
く
り
活
動
」、
飯
能
地
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

「
駅
か
ら
マ
ッ
プ
」、
飯
能
商
工

会
議
所
青
年
部
の「
は
ん
の
う

路
地
グ
ル
メ
」が
発
表
さ
れ
る
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、「
過
去
・
現
在
・
未
来
を

つ
な
ぐ
」を
テ
ー
マ
に
一
級
建

築
士
の
浅
野
正
敏
さ
ん
を
座
長

と
し
、
野
内
隆
裕
さ
ん（
路
地

連
新
潟
代
表
）、
吉
野
国
夫
さ

ん（
ダ
ン
計
画
研
究
所
会
長
）、

司
波
寛
さ
ん（
全
国
路
地
の
ま

ち
連
絡
協
議
会
世
話
人
）、
市

野
彰
俊
さ
ん（
飯
能
市
、
中
央

工
学
校
建
築
学
科
講
師
）が
出

演
す
る
。定
員
70
人（
先
着
順
）。

参
加
費
５
０
０
円
。

　
「
全
国
路
地
サ
ミ
ッ
ト
」が
県

内
で
開
催
さ
れ
る
の
は
、
平
成

24
年
の
小
鹿
野
町
に
続
い
て
２

回
目
と
な
る
。
ま
ち
な
か
を
活

性
さ
せ
る
様
々
な
取
り
組
み
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
組
織

さ
れ
て
い
る「
飯
能
ま
ち
な
か

を
元
気
に
す
る
会
」の「
ま
ち
な

か
魅
力
ア
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
」（
鈴

木
象
文
リ
ー
ダ
ー
）が
中
心
と

な
っ
て
開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
15
日
午
後

１
時
か
ら
同
５
時
ま
で
、
飯
能

　

10
月
15
、
16
日
の
２
日
間
、
飯
能
市
の
ま
ち
な
か
で
開
催
さ
れ
る
第
14
回「
全
国
路
地
サ
ミ
ッ

ト
in
飯
能
」。
隆
盛
だ
っ
た
過
去
の
飯
能
の
路
地
を
再
現
し
、路
地
が
持
つ
本
来
の
魅
力
を
様
々

な
角
度
か
ら
映
し
出
し
、
多
く
の
人
に
路
地
の
価
値
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
路
地
ま
つ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
て
い
る
。

…
こ
の
時
代
に
太
田
領
か
ら
再

び
松
岡
知
行
地
に
も
ど
る
。
信

敬
は
水
戸
徳
川
の
血
を
引
き
、

教
養
も
た
か
く
、
一
貫
斉
の
雅

号
を
も
っ
て
書
画
を
表
し
て
い

た
。「
な
か
で
も
一
弦
琴（
一
本

弦
の
琴
）再
興
の
師
と
し
て
、

ま
た
奏
者
し
て
も
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。

　

毎
年
の
命
日
に
は
中
山
智
観

寺
の
信
敬
公
墓
前
で
演
奏
会
を

開
い
て
い
る
」（
一
弦
琴
奏
者
で

飯
能
市
美
杉
台
に
住
む
高
橋
通

氏
の
話
）。
た
だ
し
信
敬
前
後

の
時
代
か
ら
水
戸
藩
と
の
関
係

は
際
立
っ
て
険
悪
化
す
る
。
原

因
は
ご
三
家
の
五
家
が
目
指
す

「
大
名
へ
の
正
式
昇
格
」運
動
に

よ
る
。
墓
は
中
山
智
観
寺
。

　

▽
十
一
代
・
信
情（
の
ぶ
も

と
）…
文
政
七
年（
一
八
二
四
）

イ
ギ
リ
ス
の
捕
鯨
船
員
十
二
人

が
常
陸
大
津
浜
に
上
陸
、
大
騒

動
と
な
り
、
浜
辺
に
大
砲
を
備

え
る
。
墓
は
中
山
智
観
寺
。

　

▽
十
二
代
・
信
守（
の
ぶ
も

り
）…
就
任
間
も
な
く
安
政
元

年（
一
八
五
四
）東
京
湾
に
ペ

リ
ー
艦
隊
再
来
に
よ
り
、
大
砲

や
警
備
の
武
士
を
江
戸
へ
送

る
。
墓
は
中
山
智
観
寺
。

　

▽
十
三
代
・
信
宝（
の
ぶ
と

み
）…
こ
の
時
代
、
大
老
井
伊

直
弼
に
よ
る
安
政
の
大
獄
事
件

発
生
。
水
戸
藩
主
斉
昭（
な
り

あ
き
）も
幽
閉
さ
れ
る
。
墓
は

中
山
智
観
寺
。

　

▽
十
四
代
・
信
微（
の
ぶ
あ

き
）…
十
五
歳
で
家
督
を
継
ぐ
。

慶
応
三
年（
一
八
六
七
）十
一

月
、
十
五
代
将
軍
慶
喜（
よ
し

の
ぶ
）大
政
を
奉
還
。
徳
川
幕

府
終
わ
る
。

　

歴
代
中
山
氏
の
悲
願
だ
っ
た

松
岡
知
行
地（
二
万
石
）は
藩
と

し
て
認
め
ら
れ
信
微
、
初
代
で

最
後
の
正
式「
大
名
」と
な
る
。

が
、
わ
ず
か
一
年
で
藩
籍
奉
還

と
な
り
藩
主
の
座
を
降
り
、
松

岡
県
知
事
に
就
任
。

　

四
年
後
、
茨
城
県
に
併
合
さ

れ
知
事
を
辞
め
、
日
光
東
照

宮
、
二
荒
山
神
社
の
神
職
を
勤

め
る
。
大
正
六
年（
一
九
一
六
）

七
十
二
歳
で
死
去
。
墓
は
地
元

高
萩
市
の
赤
塚
墓
地
に
あ
る
。

　

藩
籍
奉
還
、
廃
藩
置
県
後
、

松
岡
城
跡（
元
・
竜
子
山
城
跡
）

は
国
有
地
と
な
り
、
そ
の
後
中

山
氏
の
宅
地
な
ど
一
部
は
公
立

学
校
用
地
と
な
っ
た
が
大
部
分

は
民
間
に
払
い
下
げ
と
な
り
現

在
は
個
人
所
有
。（
高
萩
市
歴

史
資
料
よ
り
）

　

こ
う
し
て
明
治
維
新
に
よ
り

飯
能
の
丹
党
武
士
、
中
山
、
黒

田
両
氏
は
徳
川
幕
府
の
終
焉
と

と
も
に
大
名
の
身
分
を
返
上
し

た
の
で
あ
る
。

　
（
注
）以
上
、
源
頼
朝
に
よ
る
鎌

倉
幕
府
開
府
に
始
ま
る
武
家
政

治
は
室
町
・
安
土
桃
山
・
江
戸
の

各
時
代
を
経
た
六
百
八
十
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
参
考
ま

で
に
徳
川
幕
府
二
百
六
十
年
の

歴
代
将
軍
名
を
記
し
て
お
こ
う
。

　
●
歴
代
徳
川
将
軍
名

　

①
家
康
②
秀
忠
③
家
光
④
家

綱
⑤
綱
吉
⑥
家
宣
⑦
家
継
⑧
吉

宗（
紀
伊
徳
川
家
）⑨
家
重
⑩
家

治
⑥
家
斉（
一
橋
徳
川
家
）⑩
家

慶
⑩
家
定
⑨
家
茂（
紀
伊
徳
川

家
）⑩
慶
喜（
水
戸
系
一
橋
徳
川

家
）

　
《
追
記
》飯
能
丹
党
中
山
氏
が

　

珈
琲
苑
か
ら
八
千
代
、
高
島

屋
へ
と
抜
け
る
通
り「
南
裏
通

り
」に
あ
る
矢
島
工
務
店
の
駐

車
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ

る「
路
地
ま
つ
り
」。
同
工
務
店

や
一
丁
目
ひ
だ
ま
り
公
園
前
を

通
行
止
め
に
し
、
路
上
お
絵
か

き
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
ゴ
ム
銃
サ
ッ

カ
ー
、
折
り
紙
な
ど
昔
遊
び
が

常
陸
国
松
岡
館（
現
茨
城
県
高

萩
市
）に
あ
っ
て
活
躍
し
た
関

係
か
ら
出
身
地
の
飯
能
市
と
高

萩
市
は
平
成
十
五
年
十
一
月
一

日
、
両
市
と
も
市
制
施
行
五
十

周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て

「
友
好
都
市
」と
し
て
締
結
。
そ

の
後
両
市
民
の
交
流
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
同
じ
飯
能
中
山
出
身

の
黒
田
氏
の
居
城
、
久
留
里
城

の
所
在
地
、
千
葉
県
君
津
市
と

の
交
流
は
交
通
上
の
事
情
な
ど

か
ら
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

が
、
多
く
の
飯
能
市
民
、
郷
土

史
家
は
君
津
市
、
高
萩
市
と
の

「
三
市
友
好
」こ
そ
必
要
と
強
調

し
て
お
り
、
遠
か
ら
ぬ
実
現
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
後
述
と
な
っ
た
が
次

に
精
明
地
域
で
の
代
表
的
武
士

と
し
て
名
を
残
し
た
丹
党
青
木

氏
の
足
跡
に
入
り
た
い
。

　

小
学
６
年
と
中
学
３
年
を
対

象
に
し
た
平
成
28
年
度「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」（
全
国

学
力
テ
ス
ト
）＝
４
月
実
施
＝

の
結
果
に
つ
い
て
県
教
育
局
が

公
表
し
た
が
、
飯
能
市
の
平
均

正
答
率
は
全
教
科
で
埼
玉
県
平

均
を
下
回
っ
た
。
飯
能
市
は
結

か
ら
大
人
ま
で
が
幅
広
く
路
地

に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
本
来
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
」

と
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
路
地
ツ

ア
ー
の
申
し
込
み
は
、
ま
ち
な

か
を
元
気
に
す
る
会
事
務
局
へ

電
話
９
７
８
・
８
３
０
０（
火
・

木
・
土
曜
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
）ま
た
は
メ
ー

ルh
an
n
o-m
g
k
@
b
z04.

p
lala.or.jp

を
。

献
。
そ
の
後
、
同
61
年
か
ら
は

当
時
の
日
高
町
立
高
萩
小
に
転

任
し
、
平
成
６
年
か
ら
日
高
市

教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
同
11

年
か
ら
飯
能
市
教
育
委
員
会
指

導
主
事
、
指
導
係
長
と
し
て
教

育
行
政
に
関
わ
っ
た
。

　

同
16
年
か
ら
は
県
教
育
局
西

部
教
育
事
務
所
主
任
管
理
主
事

と
し
て
管
内
全
て
の
市
町
村
の

「
Ａ
」と「
活
用
」に
関
す
る「
Ｂ
」に

分
か
れ
、
正
答
率
は
小
学
６
年

の
国
語
Ａ
で
飯
能
市
は
70
・
１
％

で
１・５
ポ
イ
ン
ト
、
国
語
Ｂ
は

54
・
２
％
で
２・５
ポ
イ
ン
ト
、
い

ず
れ
も
県
平
均
を
下
回
っ
た
。

　

ま
た
、
算
数
Ａ
は
県
平
均
か

ら
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
い
74
・

８
％
、
算
数
Ｂ
に
つ
い
て
も

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
低
い
45
・
１
％

だ
っ
た
。

月
20
日
に
開

催
し
た「
く

す
の
樹
ま
つ

り
」の
売
上

の
一
部
で
あ

る
２
万
円

を
、
同
市
社

会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
し

た
。

　

同
ま
つ
り

は「
地
域
還

元
」を
テ
ー

マ
に
地
元
の

人
々
へ
感
謝
を
伝
え
る
機
会
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
地

元
住
民
や
メ
ン
バ
ー
の
家
族
ら

２
６
０
人
が
来
場
。

　

金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
、
射
的
、
カ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
、

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。ま
た
、フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
か
ら

揚
げ
、
イ
カ
焼
き
、
ピ
ザ
な
ど

飲
食
の
販
売
や
自
由
の
森
学
園

の
生
徒
に
よ
る
太
鼓
や
踊
り
が

披
露
さ
れ
た
。

　

松
本
支
配
人
は「
イ
ベ
ン
ト

に
は
多
く
の
方
に
ご
来
場
頂

き
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
よ
う

で
良
か
っ
た
。
寄
付
金
は
地
域

福
祉
の
た
め
に
使
っ
て
も
ら
え

た
ら
」と
塩
野
忠
事
務
局
長
に

手
渡
し
た
。同
事
務
局
長
は「
毎

年
ご
寄
付
を
頂
き
、
感
謝
申
し

上
げ
る
。
地
域
福
祉
へ
の
還
元

が
社
協
の
理
念
。
有
効
に
活
用

し
た
い
」と
話
し
た
。

果
公
表
に
つ
い
て
今
年
度
か
ら

同
意
し
た
。
公
表
に
同
意
し
た

市
町
村
は
全
63
市
町
村
中
、
51

市
町
。

　

問
題
は
、「
知
識
」に
関
す
る

　

飯
能
市
小
岩
井
に
あ
る
飯
能

く
す
の
樹
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

（
松
本
繁
治
支
配
人
）は
、
８

人
事
管
理
を
担
当
。
同
22
年
に

飯
能
第
一
小
の
校
長
と
し
て
、

郷
土
愛
の
あ
る
子
ど
も
の
育
成

と
学
力
向
上
を
目
指
し
た
学
校

づ
く
り
に
尽
力
し
た
。
同
25
年

に
教
育
長
に
就
任
し
、
任
期
満

了
に
伴
い
、
同
28
年
９
月
30
日

で
退
任
し
た
。

　

ま
た
、
飯
能
市
の
中
学
３
年

の
国
語
Ａ
の
平
均
正
答
率
を
見

る
と
、
73
・
６
％
で
県
平
均
を

１
・
３
ポ
イ
ン
ト
、
国
語
Ｂ
で

も
63
・
９
％
で
、
１
・
７
ポ
イ

ン
ト
下
回
っ
た
。

　

数
学
Ａ
は
県
平
均
60
・
３
％

よ
り
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
く
、

数
学
Ｂ
に
つ
い
て
は
41
・
８
％

で
県
平
均
を
１
・
４
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
た
。

飯
能
で
「
全
国
路
地
サ
ミ
ッ
ト
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
路
地
ま
つ
り

路
地
の
魅
力
再
発
見

澤
田
清
志
氏
が
退
任

教

育

長

３

年

半

職
員
ら
に
見
送
ら
れ

飯
能
、
県
平
均
下
回
る

�

小
６
、
中
３
全
国
学
テ　

収益の一部を
� 社協へ寄付

くすの樹ＣＣ


